
令和 3年度 紫波っ子サイエンス教室 

 

・ 平成 25 年度より、紫波町教育振興運動推進協議会では教育振興運動の一環とし

て、「紫波っ子サイエンス教室」を実施しています。 

小学生の科学に対する興味・関心の薄れ（理科離れ）が問題化される昨今、小学生

の親子が身近な暮らしや地域の題材をもとにした観察・工作・実験に取り組むこと

で、自然を愛する心情や自然の事象・現象についての興味・関心を高め、科学的な見

方や考え方を養うことを目的として実施しています。今年度もコロナ禍の中で「宇宙

の学校」・「縄文の科学」・「天体観察会」の 3教室を行いました。 

１ 縄文の科学（赤沢まるごと博物館との共催事業） 

 土器づくり、野焼き、火起こし、勾玉作り、洞窟探検を体験し、縄文人の知恵に触れた

り、町内にある縄文遺物についての観察・学習したりします。 

１回目 77 月 18 日（日）中央公民館 

・ 講話・紫波町の縄文時代、縄文土器づくり 3 キロの粘土を使って、親子による土器

を作り上げました。 

 ２回目 99 月 26 日（日）赤沢公民館、船久保農村公園、舟久保洞窟 

・ 小松組さんから提供をいただいたトラック 2台分の薪を使って、縄文土器の野焼き

をしました。焼き上がるまでに、縄文の素敵なペンダント「勾玉（まがたま）」を作

ったり、縄文人の住み家「舟久保洞窟」を見学したりしました。 

 11 月 20 日（土）～11 月 22 日（月）中央公民館 

 ・ 縄文土器作品を、紫波町芸術祭小中学生作品展に出品・展示しました。 
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①親⼦で⼟器づくり 
②野焼きの様⼦ 
③出来上がった勾⽟ 
④作品展⽰会 



２ 天体観察会（野村胡堂・あらえびす記念館との共催事業） 

 88 月 12 日（木）野村胡堂・あらえびす記念館 

・ 8 年ぶりに観測条件が恵まれたペルセウス流星群の極大日に合わせて、ペルセウス座

流星群（流れ星）や惑星（木星・土星）星座の観察会をしました。 

 ・ 残念ながら曇り空で、芝生での天体観察はできませんでしたが、室内で天体望遠鏡

や映像を使って、流れ星や惑星の観察をしました。 
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３ 宇宙の学校 

（ＪＡＸＡ宇宙航空研究開発機構・NPO 法人子ども・宇宙・未来の会との共催事業） 

・ スクーリング：３回のスクーリングで身近な科学と宇宙を学びます！  

１回目 10 月 31 日（日）地球と月の大きさ・距離、天体望遠鏡づくり 

・ 模型を使って地球と月の大きさの比較や離れている距離について実感しました。ま

た、虫メガネと老眼鏡のレンズを使って、天体望遠鏡を作りました。 

 ２回目 11 月 28 日（日）家族旅行で宇宙に行こう、熱気球を作って飛ばそう 

 ・ 近い将来、宇宙への家族旅行も夢ではないという夢のあるお話や、実際にビニル袋で

熱気球をつくって、天井まで打ち上げました。 

 ３回目 11 月 30 日（日）親子研究発表会、傘袋ロケットを作って飛ばそう・・・中止 

・ 冬休みに親子が家庭で取り組んだ実験や工作の研究発表会は、残念ながらコロナの感

染拡大で中止になりました。各自の実験レポートは、ＫＵ－ＭＡのホームページで後日

紹介されます。ＪＡＸＡ発行の素敵な修了証も頂きました。 

 

 

 

  

①②阿部講師による宇宙と科
学のお話 
③ 関連図書の紹介 
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 ① 天体望遠鏡 

 ② 熱気球づくり 

 ③ 宇宙の学校 修了証 

 ④ 研究レポート「バターを作ろう」 

 

 

 

 

 
 

 

 

 


